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藤
信
一
会
長
と
市
農
林
課
の
大
和
田
智
広
課
長
補
佐
と
も
に

道
の
駅
・
高
田
松
原
内
に
あ
る
「
た
か
た
の
ご
は
ん
」
で
、

た
か
た
の
ゆ
め
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
い
、
風
味
溢
れ

る
ブ
ラ
ン
ド
米
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
作
付
け
さ
れ
て
い
る
気
仙
町
内
の
水
田
に
行
き
、

20
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
し
た
苗
の
状
況
を
見
学
。
佐
藤
会
長

は
「
植
え
た
ば
か
り
だ
が
、
順
調
に
生
育
し
て
い
る
」
と
笑

み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
市
役
所
で
行
っ
た
懇
談
で
は
、
佐
藤
会
長
と
大
和
田

補
佐
が
「
現
在
、
市
内
の
44
農
家
が
58
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
作
付

け
し
、
２
７
０
ト
ン
ほ
ど
の
収
穫
と
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
。

「
将
来
的
に
は
70
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
３
０
０
ト
ン
の
収
穫
が
目

標
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
っ
て
全
国

的
に
米
の
消
費
が
低

迷
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
市
内
で

も
消
費
が
伸
び
る
よ

う
、
飲
食
店
な
ど
で

精
米
し
た
て
の
た
か

た
の
ゆ
め
が
食
べ
ら

れ
る
よ
う
な
施
策
の

展
開
も
必
要
と
感
じ

ま
し
た
。

（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
）

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

状
に
つ
い
て
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
の
関
戸
文
則
課

長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
支
援
員
制
度
は
、
小
中
学
校
で
特
別
な
教
育
的
支
援
が

必
要
な
児
童
生
徒
を
支
援
し
、
そ
の
児
童
生
徒
の
健
全
な
成

長
を
図
る
も
の
で
す
。
本
市
は
令
和
元
年
度
か
ら(

株)

共

立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
市

内
９
校
に
19
人
の
支
援
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
、
学
習
や
日
常
生
活
の
支
援
、
教
室
移
動
時

の
支
援
、
登
下
校
時
の
見
守
り
の
ほ
か
、
学
校
休
業
中
の
個

別
学
習
や
活
動
支
援
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

対
象
の
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
き
め
細
か
な

支
援
を
行
う
こ
と
で
児
童
生
徒
の
学
校
や
家
庭
生
活
の
安

定
、
学
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
自
己
有
用
・
肯
定

感
の
向
上
が
図
ら
れ
、
保
護
者
の
安
心
感
や
学
校
教
育
に
対

す
る
信
頼
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
児
童
生
徒
へ
の
対
応
の
多
様
化
が
予
想
さ
れ
る

中
で
、
同
支
援
員
は
教
職
員
と
の
間
で
共
通
理
解
を
深
め
、

児
童
生
徒
個
々
の
発
達
段
階
の
違
い
に
応
じ
て
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
修
一
委
員
）

産
業
建
設

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
、
委
員
６
人
）

は
６
月
17
日
、
本
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
「
た
か
た
の
ゆ
め
」
に

つ
い
て
、
今
後
の
更
な
る
普
及
に
向
け
た
課
題
を
探
る
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、「
た
か
た
の
ゆ
め
」
ブ
ラ
ン
ド
化
研
究
会
の
佐

総
務

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
、

６
月
17
日
、
本
市
の
観
光
資
源
の
現
状
と
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
上
知
幸
観
光
交
流
課
長
の
ほ
か
、
市
観
光
物
産
協
会
の

桒
久
保
博
夫
事
務
局
長
と
多
勢
太
一
事
務
局
員
か
ら
、
観
光

資
源
と
し
て
の
日
本
遺
産
・
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
、
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
に
関
す
る

活
動
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
や
小
学
生
に
よ
る
ト

レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
の
有
効
性
や
告
知
Ｐ
Ｒ
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
、

来
訪
者
の
知
識
量
次
第
で
楽
し
め
る
深
さ
に
ば
ら
つ
き
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
課
題
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の
調
査
と
合
わ
せ
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
交
流
人
口
拡
大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
市
民
と
と
も
に
盛
り
上
げ
、
市
内
各
地
の
観
光
資
源
を
本

市
の
活
性
化
に
生
か
せ
る
よ
う
、
調
査
研
究
を
重
ね
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
中
野
貴
徳
委
員
長
）

教
育
民
生

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
及
川
修
一
委
員
長
、
委
員
６
人
）

の
所
管
事
務
調
査
は
、
６
月
17
日
に
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

小
中
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
現

く
わ　

く　

ぼ

全
員
協
議
会

４
月
20
日

〇
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
に
係
る
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

▼
平
成
31
年
３
月
に
策
定
し
た

陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
基
本
構
想
に
掲
げ
る
、
ま
ち
の

将
来
像
の
実
現
及
び
基
本
目
標
の

達
成
に
向
け
、
市
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
具
体
的
な
事
業
を
取
り
ま

と
め
、
実
施
計
画
と
し
て
策
定
し

た
も
の
。

・
計
画
期
間　

令
和
４
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
ま
で
（
３
年
間
）

〇
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
津
波
浸
水

想
定
に
つ
い
て

　

▼
県
は
、
Ｌ
２
津
波
（
最
大
ク

ラ
ス
の
津
波
）
に
対
し
て
避
難
を

軸
と
し
た
総
合
的
防
災
対
策
を
構

築
す
る
際
の
基
礎
と
な
る
津
波
浸

水
想
定
を
独
自
に
設
定
し
、
本
年

３
月
に
公
表
し
た
。
県
が
公
表
し

た
本
市
に
お
け
る
津
波
浸
水
想
定

は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を

モ
デ
ル
と
し
て
選
定
し
、
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
も

の
。
今
後
は
、
県
に
よ
る
本
津
波

浸
水
想
定
の
住
民
説
明
会
開
催
後

に
、
県
が
本
年
８
月
公
表
を
予
定

し
て
い
る
被
害
想
定
に
基
づ
き
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
避
難
対
策
等
の
再
検
討

を
行
い
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
う
。

○
い
わ
て
消
防
通
信
指
令
事
務
協

議
会
の
設
置
に
つ
い
て

５
月
23
日

○
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

▼
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
児
童

一
人
当
た
り
一
律
５
万
円
を
特
別

給
付
金
と
し
て
支
給
。

６
月
21
日

○
路
線
バ
ス
・
生
出
線
の
運
行
事

業
者
等
の
変
更
に
つ
い
て

　

▼
路
線
バ
ス
・
生
出
線
（
矢
作

町
「
的
場
」
～
米
崎
町
「
イ
オ
ン

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
陸
前
高
田
」）

に
つ
い
て
、
運
行
事
業
者
を
変
更

し
、
併
せ
て
、
運
賃
及
び
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
を
行
う
も
の
。

・
変
更
日　

７
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
（
担
当
・
佐
々
木
一
義
）

全
員
協
議
会

　

令
和
４
年
４
月
以
降
に
開
催
し

た
全
員
協
議
会
の
当
局
案
件
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会派等

日本共産党

新　志　会

創　生　会

碧　い　風

翔　　　成

及川修一

人数（人）

３

２

３

４

５

－

交付額（円）

450,000

300,000

450,000

600,000

750,000

150,000

142,571

16,211

 347,797

626,712

655,715

150,175

執行額（円）

307,429

283,789

102,203

0

94,285

0

返還額（円）

※交付額より執行額が上回る会派等については、自己資金にて
　対応しています。

　本市議会の議員は１人につき月額12,500円の政務活動費
の交付を受けることができます。（会派に属する議員は会派
に、会派に属さない議員は議員に交付）

令和３年度政務活動費執行状況　　　　議長交際費の公表
　令和３年度分（令和３年４月１日～令
和４年３月31日）の議長交際費の支出
状況をお知らせします。議長交際費は議
長が議会の対外的な活動をするために要
する経費です。

支出区分

　お祝い

　会　費

　慶　弔

　その他

　合　計

件数（件）

1

1

5

2

9

金額（円）

3,000

2,000

60,000

12,811

77,811

　　主な内容

岩銀高田会令和４
年度総会お祝い
「母子像」復元事業記
念祝賀会及び実行委
員会解散式の会費

元市議会議員等の
逝去に際し香典等

行政視察の際の土
産等

　
議
員
表
彰

　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
98

回
定
期
総
会
が
５
月
25
日
に

東
京
都
で
開
か
れ
、
長
き
に

わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
と

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
本
議
会
か
ら
６
人
の

議
員
が
永
年
表
彰
さ
れ
、
６

月
定
例
会
で
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
15
年
以
上

　

大　

坪　

涼　

子　

議
員

　

菅　

野　

広　

紀　

議
員

　
議
員
10
年
以
上

　

大　

坂　
　
　

俊　

議
員

　

佐
々
木　

一　

義　

議
員

　

鵜　

浦　

昌　

也　

議
員

　

伊　

勢　
　
　

純　

議
員

　
　
　
（
担
当
・
蒲
生　

哲
）

たかたのゆめが作付けされた水田を調査


